
　先端生命科学専攻博士課程を学位取得とともに2014年3月

に修了し、みかど協和という種苗会社に就職しました。在学中

は種子植物の雌雄性に関する研究をしていました。研究材料

だったナデシコ科のヒロハノマンテマという植物は日本では研

究者が数人しかいないというニッチだったので、自分で研究材料

を集めるため、柏キャンパス近くに圃場を借りて変異体探しに明

け暮れていました。研究情報を集めるためには必然的に海外の

文献を読み込むしかなく、論文を読んでいく中で国は違っても志

を同じくする研究者が世界にはいることに気づき胸が熱くなりま

した。自分で何でもやらなければならなかったからこそ、手探り

で研究していく楽しさがあり、海外に目を向ける重要性にも気づ

かせてくれた研究室生活でした。

　アカデミックの道に残ることも考えていましたが、幼少の頃から

好きだった農業に直接インパクトを与えることができ、世界を舞

台にできるような仕事がしたいと思っていたので種苗関連の会

社に入社しました。現在は野菜種子の処理加工に関する業務を

しています。野菜の種というと遺伝的な付加価値に目が行きや

すいのですが、実際に農地にまかれた種がきちんと発芽するため

には、種を研磨したり、農薬をコーティングしたりするなどの加工

処理が必要です。発芽率の1％の違いや苗の健全性によって

農家の作業性や収益に大きな違いが出るため、種子処理加工も

種苗会社の重要な業務です。

　入社してまだ2年目なので、

仕事を覚えるのに精一杯な毎

日ですが、大型機械の運用な

ども任され、少しずつ仕事が軌

道に乗り始めています。昨年

の冬にはアメリカのエキスパー

トミーティングに参加する機会があり、工場見学で何千トンも積

み上げられた種子を目の当たりにして、日本とのスケールの違い

に驚かされました。また、海外の担当者は学位を持っている方で

も、図面を机上で引くだけでなく、オイルにまみれながら真っ黒に

なって種子処理機械を作り上げてしまうようなワイルドさがあり、

自分の手で夢を具現化していく姿勢を見習いたいと思いました。

私も「種苗」という業界で、世界に通用する技術を発信できるよ

うな仕事がしたいと思っています。
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種子処理加工：
世界のエキスパートを目指して

　私が現在勤務している核融合科学研究所は、岐阜県土岐

市に位置し、その名称の通り将来の核融合発電実用化に向

けて、大型ヘリカル装置（LHD）を用いた高温・高密度プラズ

マ物理実験研究、スーパーコンピュータを用いた大規模シ

ミュレーション研究、核融合炉の製作に必要な工学研究、の

3つを柱とした幅広い研究を展開しています。

　私は修士課程のプラズマ物理実験、博士課程の炉設計、

と分野の違いはありながらも5年間、先端エネルギー工学専

攻のプラズマ理工学講座（小川雄一先生）のもとで核融合研

究に従事しました。核融合研究はプラズマ物理から超伝導・

低温工学、材料工学、機械工学、電気工学、化学工学など多

種多様な分野を包含した総合科学でありながら、研究者のコ

ミュニティはそれほど大きくなく、関連研究室の先生方や諸先

輩方など、大学院時代に培った人脈が研究を進める上で大

いに役立っています。しかしそれ以上に、専攻での輪講授業

などを通して他分野の人たちと議論を交わし、幅広い知識や

考え方を得たことが現在の研究に大きく生かされていると感

じています。私は現在「原型

炉」と呼ばれる、実際に発電を

行い、発電プラントとしての総

合性能を実証する装置の概念

設計研究に携わっています。

核融合のような大規模科学

技術においては、その各構成

要素が、それらが根ざす分野に

おいてまさに「先端」の内容であり、十分に長期の研究テーマ

となり得ます。一方で、炉設計研究においてはそういった数

多くの要素間のバランスを取りながら全体としての最適化を

進める、という作業が求められます。これはやや学術研究の

側面から離れる印象があるかもしれませんが、研究全体の方

向性やその中での各要素研究の位置付けを明確にする重要

な役割を担っています。また、大規模科学に限らず、どのよう

な研究においても広く社会の理解と支持を得ることが重要

となってきている現在、新領域創成科学研究科というユニー

クな場で学んだ経験は貴重だったと改めて感じてきています。

　まだまだ研究者としては未熟な私ではありますが、私の経験

が読者の皆様の研究生活や進路選択の一助になれば幸い

です。
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